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研究成果の概要（和文）：本研究は、宗教メディアに着目して近代日本宗教史を再検討し、それを近代と宗教と
いうより大きな問題につなげて考察しようとしたものである。
具体的な成果として、仏教新聞である『明教新誌』の明治12年から24年までの目次を作成して公開し、その性格
について検討した。キリスト教総合雑誌である『六合雑誌』について、明治前期の論説の内容を検討し、幾つか
の翻訳論説については英文の原文との内容比較を行った。
また明治前期における仏教者のキリスト教観について、批判が基調ではあるが、キリスト者の実践、特に教えの
説き方については見習うべき点があるとして、そこから自らのあり方を振り返るような議論も見られたことを指
摘した。

研究成果の概要（英文）：This study reconsidered the history of religions in modern Japan in the the 
broader context of modernity and religion through synchronic examination of religious media.
I published the table of contents of Meikyo shinshi, a Buddhist newspaper, from 1879 to 1891, and 
studied its characteristics. I examined articles of Rikugo Zasshi (The Cosmos), a Christian 
magazine, and compared several translated articles with the original English ones.
Regarding Buddhist views on Christianity in the early Meiji, while basic attitudes were very 
critical, there were some arguments reflectively claiming that Buddhists should learn from Christian
 activities, especially the method of propagation.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
明治12年から24年までではあるが『明教新誌』の目次を作成し、インターネット上に公開した。『明教新誌』は
明治期における代表的な仏教新聞であるが、これまで十分に研究に活用されているとは言い難いため、この目次
の公開によって、今後の研究の進展が期待される。
また、近年の近代仏教研究の展開において明治20年代における仏教改良論・運動が論じられているが、それが行
われる下地が明治10年代に準備されていた面があったこと、またそこでキリスト教の動向が念頭に置かれていた
ことを本研究は指摘した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 近代日本において「宗教」という語が religion の翻訳語として導入され、またそれを受け
て「宗教」という概念が組み上げられてきたということは既に指摘されてきているが、明治前
期の宗教論については、それがその後の「宗教」概念の展開に影響を与えているにも関わらず、
十分な検討がなされていないのではないかという問題意識が本研究の出発点となる。 
 また、それを検討する際に、共有・公開が進められている宗教メディアに焦点を合わせ、そ
れを横断的に――すなわちキリスト教史や仏教史など縦割りの宗教史叙述ではない形で――検
討することを企図していた。なお、これは「近代宗教のアーカイヴ構築のための基礎研究」事
業（2011～2014年度科学研究費基盤(B)、研究代表者：大谷栄一）などの成果を発展的に継承
するものでもある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、明治前期の仏教雑誌やキリスト教雑誌などの宗教メディアを横断的に考察するこ
とによって、当時の宗教をめぐる言説空間の再検討を試みるものである。その際に、宗教者が
弁証という意図において望ましい宗教像を提示し、かつそれが自らの奉ずる宗教伝統を組み替
えるように機能する面もあったという自己理解の再帰的構成の過程に焦点を合わせる。これは
特定の宗教伝統のみに見られたことではなく――それ故に横断的な検討が意味を持つことにな
る――かつ、近代と宗教という枠組から考えるならば、日本のみが独自に経験したことでもな
い。それ故に、同時代的な相互関係を含めて、国際比較を念頭に置いて研究を進める。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では明治前期、特に 1880 年代を対象として宗教メディアを横断的に検討する。通仏教
的なメディアである『明教新誌』(1874～1901)と通キリスト教的なメディアである『六合雑誌』
(1880～1921)を中心とし、更にアーカイヴ科研の成果である所蔵・目次データを活用しながら
他の宗教メディアも取り上げ、内容を検討する。また、このような検討の前提として、『明教新
誌』には目次データが存在しないため、可能な範囲で目次を作成して、一般に公開する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究成果の概要として、明治 12 年から 24 年までの『明教新誌』の目次を作成し、公開し
た。論文を 4本、学会発表を 14 件（うち国際学会 5件）、図書（分担執筆）を 2点出した。 
 
(2) 明治期の代表的な通宗派的仏教新聞である『明教新誌』（隔日刊、1875～1901）について、
目次を作成した。当初の計画でも刊行されていた全期間の目次は作成できない見込であったが、
初年度の進捗状況を見た上で、その重要性と公益性に鑑み、本研究の全期間を通してより重点
的に目次作成を行うこととした。この目次を活用して、特に明治前期の同誌の内容を検討した。
執筆者と寄稿記事の数などを含めた解題を作成し、基礎的な情報についてまとめた。同誌はし
ばしば通仏教的なメディアとして述べられ、とりわけキリスト教への対抗が念頭に置かれる際
に、通仏教的な「仏教」を立てる議論も確かに見られる。他方で、この時期には抽象的な「仏
教」というよりは宗派を前提とした上で諸宗協同を述べる議論や、あるいは自らの宗派の改良
を論じる寄稿などが見られたこと、また送付先についての記述から見て既存の寺院と僧侶が読
者として想定されていたことなども確認した。その上で（超宗派的な通仏教というよりも）諸
宗派協同的な性格を持っていたといえるのではないかと論じた。 
 
(3) 明治期の代表的な超教派のキリスト教総合雑誌である『六合雑誌』（月刊、1880～1921）に
ついて、特に明治前期に焦点を合わせて、そこに見られる宗教論や比較宗教論、またキリスト
教弁証論について検討した。翻訳論説とその英文典拠についても同定を進め、そのうちの幾つ
かについて、訳文と英文を対照し、その相違を示して検討を加えた。訳文にのみ見られる付け
加えられた文章や、あるいは省略されている箇所があることを確認した。 
 
(4) 中西牛郎を主筆として京都で発行された雑誌『経世博議』（月刊、1890～1892）について、
その内容を検討した。同誌は仏教雑誌といえるが、仏教論、宗教論に加えてかなりの誌面を政
論に割いていることを特徴として挙げることができる。関わっている人物の背景などから、仏
教者や仏教結社と、国粋主義者・アジア主義者との接続を可視化させている面があることを指
摘した。 
 
(5) より一般的な枠組として、近代の日本における宗教と世俗（性）の関係、また宗教と公共
圏が結びつきうる回路について検討した。 
 
(6) 横断的検討の結果として、明治 20年代における仏教改良論・運動に先行して、それが行わ



れる下地が明治 10 年代に準備されていた面があったこと、またそこでキリスト教の動向が念頭
に置かれていたことを確認した。 
 
(7) 横断的検討の結果として、明治前期における仏教者のキリスト教観について検討した。仏
教者がキリスト教を批判していたことが前提であり、かつキリスト教の教義などの思想的な面
についての立ち入った検討はあまりなされていなかった。他方で、キリスト教者の活動、特に
その布教の実践については、見習うべきであるとするような言及も見られることを指摘し、望
ましい宗教の実践について、キリスト教がある種の範型とされていた面があったと論じた。 
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